
決算書掲載頁　P185

内
訳

本市の特徴的な地域資源である森林や里山、谷間に広がる農空間などを活かし、森林体験や里山体験ができるよう環
境づくりを行う。

一つのポイントとして実施していた広葉樹の植栽については、一定その区域内での植栽は終えたので、今後は適宜必要な管理を行うこ
ととし、滝畑地区に限らず本市の里山景観の残る地域などを中心に農作業や山仕事など、その地域固有の文化や風俗・習慣などに培
われた日々の生活を実体験することにツーリズムの価値を見出し、これを行う主体が地域の人々であることがグリーンツーリズムの本
質であるということを十分に認識し、今後は地域活性・交流拠点整備事業の中での農業振興・観光振興のツールとして、展開を図って
いく。
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事業： グリーンツーリズム推進事業 1288
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滝畑ダム湖畔への門扉の設置や小学生への森林教育を通じて、森林体験や里山体
験ができる環境づくりができ、大変貢献している。A

植樹地の管理と森林教育により、小学生
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滝畑ダム湖畔への門扉設置と小学生への森林教育。
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本市の特徴的な地域資源である森林や里山、谷間に広がる農空間などを活かし、森林体験や里山体験ができるよう環
境づくりを行う。
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一部委託 平成22年度

河内長野市民、市外住民

一つのポイントとして実施していた広葉樹の植栽については、一定その区域内での植栽は終えたので、今後は適宜必要な管理を行うこ
ととし、滝畑地区に限らず本市の里山景観の残る地域などを中心に農作業や山仕事など、その地域固有の文化や風俗・習慣などに培
われた日々の生活を実体験することにツーリズムの価値を見出し、これを行う主体が地域の人々であることがグリーンツーリズムの本
質であるということを十分に認識し、今後は地域活性・交流拠点整備事業の中での農業振興・観光振興のツールとして、展開を図って
いく。
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事業：グリーンツーリズム推進事業                                

１．未来につなぐふるさとの森づくり事業 

    滝畑地区において森林体験や里山体験ができるよう環境づくりを行うため、滝畑ダム湖畔に開閉可能な門扉 

  を設置した。また小学校での森林教育や滝畑ダム湖畔において小学生の手による植樹および間伐体験の支援を 

  行った。 

細事業：グリーンツーリズム                            

１．未来につなぐふるさとの森づくり事業 

    滝畑地区において森林体験や里山体験ができるよう環境づくりを行うため、滝畑ダム湖畔に開閉可能な門扉 

  を設置した。また小学校での森林教育や滝畑ダム湖畔において小学生の手による植樹および間伐体験の支援を 

  行った。 

 (1)小学生への森林教育 

 滝畑レイクパーク、滝畑ダム湖畔において、小学校と連携した環境教育への学習メニューの一つとした取

り組みを行った。 

①小学校での森林教育 

   本市の森林や環境について学習している高向小学校５年生に対し、市農林課職員を講師として、本市

の森林環境に関する特別授業を行った。 

   児童たちは、本市をとりまく森林環境について学び、日頃の 

環境についての学びを深めた。 

 実施日  平成２４年１０月９日（火） 

    場 所  高向小学校 

    対象人数 高向小学校５年生４１名 

  ②滝畑ダム湖畔で植樹 

     河内長野森林ボランティア「トモロス」のメンバーの協力のもと、滝畑レイクパーク前の滝畑ダム 

     湖畔において、高向小学校５年生の手により、クヌギ、コナラといった小学校で育てた苗木８本の植 

     樹が行われた。また植樹の後、滝畑レイクパーク敷地内で、間伐作業の体験を行ったり、昔ながらの 

     間伐作業の際に用いられた方法であるロープ上げや、間伐作業で切り出した木をのこぎりで決められ 

    た長さの丸太にする玉切りなどを行った。日常で経験出来ない体験をし、豊かな自然の大切さを学ん 

   でいた。 

実施日  平成２５年２月２２日（金）   

    場 所  滝畑ダム湖畔、滝畑レイクパーク敷地 

    参加者  高向小学校５年生４１名 

    河内長野森林ボランティア「トモロス」７名 

 

 

 

 

 

 

 

(2)滝畑ダム湖畔の整備 

     滝畑地区において森林体験や里山体験ができるよう環境づくりを行うため、前々年度から行ってきた植 

    樹地を管理するための開閉可能な門扉を設置した。 


